
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－－－登録はこちらまで－－－ 

兵庫民医連・医学生被災地支援ボランティア係  E-mail : igakusei@hyogo-min.com  

〒650‐0047 神戸市中央区港島南町 5-3-7  TEL：078-303-7351 

  ホームページは  兵庫民医連 医学生  で検索！ 

件名に「被災地支援ボランティア登録希望」、本文に「名前・学校名・学年・年齢・性別・住所・電話番号」を 

もれなく入力ください。 

※参加費は 1 人 3,000 円です。別途ボランティア保険（300 円）の加入が必要です（加入済の方は不要）。 

（飛行機代・宿泊費など 1 人 30,000 円ほどかかりますが、27,000 円の補助をしますので、個人負担は 3,000 円となっています。） 

 

兵庫民医連は、震災発生翌日から医療チームを派遣

し、宮城県の坂総合病院を中心とした現地の医療支援を

行なってきました。現在は、宮城県南部にある亘理郡山

元町の生活支援ボランティアを中心に、継続的に支援を

行なっています。 

兵庫民医連の被災地支援ボランティアには、地元の神

戸大学・兵庫医科大学だけでなく、全国から多数の医学

生が参加しています。 

東日本大震災が発生したあの日から 2 年以上が経過

していますが、生活再建のめどが立たない被災者の方が

多くいます。復興までの道のりはまだまだ厳しいと言わ

ざるをえません。被災地ではまだまだ多くの支援が必要

とされています。 

兵庫民医連では、医学生のボランティアを募集してい

ます。みんなの「思い」を「かたち」にしましょう！ 

 

 

 

今後も継続的な支援を予定しております。 

登録していただいた方には、支援日程が決まり次第、随時お知らせいたします。 

 

＜ 現在までの支援活動 ＞ 
 
・2011 年 
03 月 21～24 日 
04 月 19～21 日 
05 月 3～5 日    
07 月 1～3 日    
07 月 29～31 日 
10 月 7～9 日 
11 月 12 日 
12 月 23 日    
・2012 年 
02 月 9～10 日 
03 月 9～10 日 
06 月 8～9 日 
08 月 27～30 日 
11 月 9～11 日  
12 月 21～23 日 
・2013 年 

02 月 8～10 日 
03 月 9～10 日 
03 月 22～23 日 

内容 

・支援物資の仕分け 

・側溝の泥かき 

・各種撤去作業 

・仮設住宅での健康チェック 

（健康相談・血圧測定・尿検査） 

・集会場でのレクリエーション

（もちつき大会・ 

クリスマスパーティー） 

・健康体操 

・中学生や受験生への学習支援 

         など・・・ 

宮城県山元町の様子 

登 録 受 付 中 



これまでに多くの医学生のみなさんがボランティアに参加してくれています。ありがとうございます。 

参加したみなさんの感想を少し紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

まだまだ被災地では、様々な支援が求められています。ぜひみなさんも参加しませんか？ 

ご協力よろしくお願いします。 

Ｄさん 兵庫医科３年生 

被災地の様子を一年ぶりに直接見て、復興は進んで 

いないと思った。仮設住宅に住まれていたが、自分の畑 

を無くしてしまった方の話しを聞いて、誰かが被災地に 

行く、話を聞くということが大切だと感じた。 

関西と東北では震災に対する関心が全然違うので、 

自分もまわりに現地の様子を伝えるなど、何かしらの支援 

をしていきたいと思った。 

Ｃさん 神戸大学１年生 

仮設住宅という環境において、十分な 

勉強ができない子供たちに対して、どの 

ような支援ができるかを考えていくのが 

自分にとっても、地域にとっても、課題 

なのだということがわかりました。 

Ｂさん 大阪医科大学５年生 

被災された中学生・高校生がやる気をなくし、十分な教育を 

受けれていない状況を知り、かなり気になった。 

自分の進路の選択を増やすことが勉強だと思う。 

思春期の中学生や高校生は、こころの変化が 

激しいと思うので、学習支援や心のケアが 

必要だと感じました。 

Ａさん 兵庫医科大学３年生 

色々な職業の方が参加されていることに驚きまし

た。日常の楽しみをつくることもボランティアの役割

だと感じました。ボランティアを通して感じたことを

私の周りに伝えることで少しでも多くの人が東北に

関心を持ち続けてくれると嬉しいと思いました。 


